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5
月
29
日
厚
生
労
働
省

主
催
の
令
和
5
年
度
拝
礼

式
が
、
初
め
て
佳
子
内
親

王
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

墓
苑
六
角
堂
墓
前
に
は
天

皇
皇
后
両
陛
下
下
賜
の
大

籠
花
が
飾
ら
れ
、
遺
族
約

1
3
0
名
、
岸
田
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
衆
参

両
議
院
議
長
、
関
係
各
省
大
臣
、
駐
日
関
係
各

国
大
使
、
厚
生
労
働
委
員
、
各
政
党
代
表
、
関

係
団
体
代
表
、
遺
骨
帰
還
事
業
協
力
者
等
約

4
2
0
名
が
参
列
し
た
。
式
典
は
小
雨
降
る
中
、

定
刻
午
後
零
時
三
十
分
、
佳
子
内
親
王
殿
下
が

御
臨
席
に
な
り
式
典
が
開
始
さ
れ
た
。
皇
宮
警

察
音
楽
隊
の
演
奏
に
よ
る
国
歌
「
君
が
代
」
吹

奏
に
始
ま
り
、
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
の
式

辞
、
引
き
続
き
納
骨
の
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
が
社
会
援
護
局
長
か
ら
手
渡

さ
れ
た
ご
遺
骨
を
奉
持
し
て
六
角
堂
内
の
納
骨

室
に
収
め
た
。
今
回
納
骨
さ
れ
た
ご
遺
骨
は
硫

黄
島
及
び
ロ
シ
ア
に
お
い
て
収
容
さ
れ
帰
還
さ

れ
た
2
3
5
柱
で
あ
っ
た
。
今
回
の
納
骨
に
よ

り
当
墓
苑
に
は
累
計
3
7
0
、
4
8
5
柱
の
ご

遺
骨
が
奉
安
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
式
典
は
納

骨
の
儀
の
後
、
参
列
者
全
員
が
起
立
す
る
な
か

佳
子
内
親
王
殿
下
が
墓
前
に
進
ま
れ
御
拝
礼
が

行
わ
れ
た
。
内
親
王
殿
下
の
御
拝
礼
に
合
わ
せ

て
参
列
者
一
同
が
拝
礼
し
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
た
。
御
拝
礼
の
後
佳
子
内
親
王
殿

下
は
参
列
者
一
同
の
お
見
送
り
す
る
な
か
ご
退

席
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
岸
田
内
閣
総
理
大

臣
を
始
め
と
し
て
、
武
井
外
務
副
大
臣
、
山
田

環
境
副
大
臣
、
小
野
田
防
衛
大
臣
政
務
官
ら

が
大
臣
代
理
と
し
て
、
ま
た
在
京
の
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
ラ
オ
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
各
特
命
全
権
大
使
、
各
政
党

代
表
、
日
本
遺
族
会
、
遺
族
代
表
等
の
献
花
が

行
わ
れ
最
後
に
厚
生
労
働
大
臣
が
献
花
し
、
式

典
は
午
後
一
時
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
こ
の
間
、

皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
す
る
「
慰
霊
の
曲
」、

「
慰
安
す
る
」、「
悲
し
み
越
え
て
」
の
3
曲
が

式
典
を
よ
り
厳
か
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
後
参

加
者
全
員
の
参
拝
が
行
わ
れ
、
令
和
5
年
度

拝
礼
式
は
終
了
し
た
。

　

令
和
5
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

　
　

拝
礼
式
厚
生
労
働
大
臣
式
辞

　

本
日
こ
こ
に
、
佳
子
内
親
王
殿
下
の
御
臨

席
の
も
と
、
戦
没
者
御
遺
族
及
び
来
賓
各
位

の
御
参
列
を
得
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

拝
礼
式
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、
一
言
御
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

苛
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
数

多
く
の
方
々
が
祖
国
を
思
い
、
愛
す
る
家
族

を
案
じ
な
が
ら
、
戦
場
に
斃た

お

れ
、
あ
る
い
は
戦

後
、
遠
い
異
郷
の
地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
、
戦
没
者

の
皆
様
の
尊
い
命
と
、
苦
難
の
歴
史
の
上
に
築

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
致
し
、

謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
昭
和
27
年
以
来
、
遺

骨
収
集
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成

15
年
度
か
ら
は
D
N
A
鑑
定
を
導
入
し
て
身

元
の
特
定
を
進
め
、
で
き
る
限
り
多
く
の
御

遺
骨
を
御
遺
族
の
元
に
お
返
し
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
現
在
ま
で
に
身
元
の

特
定
に
至
っ
て
い
な
い
、
硫
黄
島
、
ロ
シ
ア
で

収
容
し
た
二
百
三
十
五
柱
の
御
遺
骨
に
つ
い
て

は
、
本
年
新
た
に
お
納
め
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
御

遺
骨
は
、
三
十
七
万
四
百
八
十
五
柱
を
数
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
78
年
を

迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
な
お
、
多
く
の
戦

没
者
が
ふ
る
さ
と
に
戻
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
各

地
に
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
6
年
度
ま
で
を
遺
骨
収
集
の
集
中
実
施
期

間
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
遺
憾

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
2
年
度
か
ら

令
和
4
年
度
ま
で
の
間
は
海
外
に
お
け
る
事

業
を
計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
在
で
は
、
海
外
で
の
遺
骨
収
集
事

業
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
諸
外
国
の
関
係
者
の
方
々
や
、

外
務
省
、
防
衛
省
等
の
関
係
省
庁
、
日
本
戦

没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
皆
様
の
、
一
層
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
未
だ
各
地
に
眠
る
戦
没
者
の
御

遺
骨
が
一
日
も
早
く
ふ
る
さ
と
に
戻
ら
れ
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
日
、
こ
の
式
典
に
当
た
り
、
改
め
て
、

先
の
大
戦
か
ら
学
び
と
っ
た
多
く
の
教
訓
を
深

く
心
に
刻
み
、
そ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
次
の
世
代
に
継
承
し
、
世
界
の
恒
久

平
和
と
繁
栄
に
、
能
う
限
り
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
、
そ
し
て
、
御
遺
族
の
皆
様
の
御

平
安
を
切
に
祈
念
し
、
ま
た
御
参
列
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
5
月
29
日

厚
生
労
働
大
臣 

加
藤 

勝
信

令
和
5
年
度
拝
礼
式
に
佳
子
内
親
王
殿
下
が

　
ご
臨
席
。
新
た
に
2
3
5
柱
を
納
骨

墓前へ進まれる佳子内親王殿下と加藤厚生労働大臣

岸田総理大臣の献花加藤厚生労働大臣式辞

拝礼中の佳子内親王殿下 拝礼式出席の各県遺族会の皆様皇宮警察音楽隊
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練
習
艦
隊
初
級
幹
部
の
参
拝

　

5
月
22
日
、
海
上
自
衛
隊
練
習
艦
隊
司
令

官
今
野
泰
樹
海
将
補
以
下
実
習
幹
部
1
7
0

名
が
儀
仗
隊
・
ラ
ッ
パ
隊
を
伴
い
国
立
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
を
参
拝
し
た
。
一
同
は
真
っ
白

の
詰
め
襟
に
白
手
袋
の
制
服
、
夏
の
礼
装
に
威

儀
を
た
だ
し
墓
前
に
整
列
、
今
野
司
令
官
が
墓

前
に
花
輪
を
捧
げ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ラ
ッ
パ

の
演
奏
の
下
参
列
者
全
員
が
拝
礼
、
黙
祷
、
先

の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
へ
の
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
共
に
こ
れ
か
ら
の
練
習
航
海
の
任

務
の
完
遂
と
無
事
の
帰
還
を
祈
願
、
実
習
幹
部

と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。
一
行
は
今
年

の
春
、
江
田
島
に
あ
る
海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
学
校
を
卒
業
し
た
初
級
幹
部
1
7
0
名
で

あ
る
。
5
月
25
日
横
須
賀
を
出
港
し
、
10
月

20
日
ま
で
北
米
、
南
米
の
寄
港
地
8
か
国
を
巡

る
。
そ
の
寄
港
地
で
は
各
国
の
無
名
戦
士
の
墓

へ
参
拝
す
る
こ
と
が
慣
わ
し
で
あ
り
、
ま
ず
は

出
港
に
あ
た
り
、
わ
が
国
の
無
名
戦
士
の
墓
で

あ
る
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
を
参
拝
し

た
。
千
鳥
ヶ
淵
に
は
先
の
大
戦
に
お
い
て
海
外

で
亡
く
な
っ
た
2
4
0
万
名
の
う
ち
、
持
ち
帰

ら
れ
た
軍
人
、
軍
属
は
じ
め
一
般
邦
人
の
お
引

き
取
り
手
の
な
い
ご
遺
骨
37
万
余
の
お
柱
が
納

骨
さ
れ
て
い
る
。
派
遣
鑑
は
練
習
艦
「
か
し
ま
」

（
艦
長
・
大
谷
三
穂
一
海
佐
）、
護
衛
艦
「
は
た

か
ぜ
」（
艦
長
・
池
崎　

裕
之
二
海
佐
）、
の
2

隻
か
ら
な
り
、
日
本
国
練
習
艦
隊
と
し
て
カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ペ

ル
ー
の
歴
訪
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の

練
習
艦
隊
の
遠
洋
航
海
派
遣
の
歴
史
は
古
く

記
録
で
は
旧
帝
国
海
軍
は
明
治
36
年
か
ら
昭

和
15
年
ま
で
実
施
し
世
界
一
周
は
2
回
で
あ
っ

た
。
戦
後
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昭
和
33
年
ハ
ワ

イ
派
遣
が
第
1
回
で
あ
り
以
降
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
規
模
こ
そ
縮
小
し
つ
つ
も
中
断
す
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
る
。
コ
ー
ス
は
世
界
一
周
、
北

米
・
南
米
。
環
太
平
洋
、
ア
ジ
ア
・
中
東
等
多

岐
に
わ
た
る
。
毎
年
コ
ー
ス
は
海
上
自
衛
隊
が

決
定
す
る
が
、
各
年
の
訪
問
予
定
先
国
の
建
国

祭
、
日
本
と
の
修
好
1
0
0
周
年
な
ど
外
務

省
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
寄
港

地
で
は
慰
霊
碑
、
無
名
戦
士
の
墓
等
へ
の
参
拝

は
必
ず
実
施
す
る
。
洋
上
慰
霊
祭
も
、
海
戦
が

行
わ
れ
た
近
傍
海
域
を
通
過
す
る
際
に
は
最
低

1
回
は
計
画
さ
れ
る
。
今
回
も
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
の
戦
没
者
慰
霊
祭
を
予
定
し
て
い
る
。
遠

洋
練
習
航
海
の
意
義
は
、
実
習
幹
部
に
多
様

性
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
各

寄
港
地
の
文
化
、
伝
統
を
学
ぶ
た
め
、
訪
問
先

国
の
士
官
候
補
生
と
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
等
の
親
善
試
合
を
行
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
柔

道
、
剣
道
の
交
流
試
合
も
予
定
し
て
い
る
。

　

練
習
艦
隊
の
正
式
名
称
は
、
日
本
国
練
習

艦
隊
で
あ
り
、
国
を
代
表
し
て
訪
問
す
る
。
司

令
官
は
訪
問
国
の
国
防
大
臣
や
外
務
大
臣
を

表
敬
訪
問
す
る
慣
わ
し
で
あ
る
。
在
外
の
日
本

大
使
館
の
全
面
的
支
援
も
受
け
約
半
年
間
の

航
海
を
も
っ
て
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
学
ば
せ
て

い
る
。
無
事
の
航
海
を
祈
り
た
い
。

　

法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院

　
　
　
　
　

戦
没
者
慰
霊
法
要

　

4
月
11
日
、
晴
天
の
下
、
全
国
の
法
華
宗
の

僧
侶
、
檀
信
徒
約
1
0
0
名
が
参
列
し
て
、
法

華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
主
催
の
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
慰
霊
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
墓
苑
六
角

堂
内
の
祭
壇
に
は
曼
荼
羅
の
本
尊
が
祀
ら
れ
、

　

龍
雲
寺
御
詠
歌
慰
霊
法
要
の
会

　

4
月
20
日
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍
雲
寺

が
主
催
す
る
御
詠
歌
慰
霊
法
要
の
会
（
会
長
細

川
景
一
氏
）
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

約
30
名
の
参
加
者
は
般
若
心
経
を
唱
え
た

後
、
鈴
に
合
わ
せ
て
、
三
宝
恭
敬
御
和
讃
、
三

宝
恭
敬
御
詠
歌
（
三
宝
節
）、
追
善
御
和
讃
、

追
善
御
詠
歌
に
続
き
、
戦
没
者
追
弔
御
和
讃
、

平
和
祈
念
御
和
讃
、
平
和
祈
念
御
詠
歌
（
和
光

節
）な
ど
を
唱
和
し
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

墓
苑
清
掃
奉
仕
ご
協
力
に
感
謝

　

毎
月
、
多
く
の
方
々
、
団
体
の
皆
さ
ま
に

墓
苑
清
掃
の
奉
仕
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
年
間

を
通
じ
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奉
仕
会
、

阿
含
宗
清
掃
奉
仕
会
、
立
正
佼
成
会
（
千
代

田
区
中
央
教
会
）、
櫻
晴
れ
戦
没
者
慰
霊
奉
仕

団
、
ト
イ
レ
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
な
ど
他
に

個
人
で
毎
週
ご
来
苑
さ
れ
雑
草
取
り
、
池
の

周
辺
の
苔
整
備
を
な
さ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
全
部
を
ご
紹
介
出
来
な
い
こ
と

が
残
念
で
す
が
、
今
後
も
努
め
て
ご
奉
仕
頂

く
活
動
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

一
同
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
題
す
る
中
、

導
師
の
三
吉
廣
明
総
務
部
長
が
入
場
・
着
座
し

法
要
が
開
始
さ
れ
た
。

　

法
要
は
勧
請
、
方
便
品
、
自
我
偈
等
と
経

文
が
続
き
、
最
後
に
三
吉
総
務
部
長
に
よ
る
法

話
が
行
わ
れ
「
私
達
は
太
平
洋
戦
争
と
い
う
一

つ
の
言
葉
、
事
件
で
そ
の
犠
牲
者
三
百
万
余
り

の
方
々
に
つ
い
て
語
り
が
ち
で
す
。
で
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
一
つ
一
つ
の
命
が
あ
り
、
戦
死
、

戦
病
死
、
戦
災
死
と
様
々
な
形
で
望
ま
ぬ
死
を

遂
げ
た
多
く
の
方
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
、
未

だ
身
元
が
分
か
ら
ず
、
家
族
の
も
と
に
戻
れ
な

い
多
く
の
諸
霊
位
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
三
百
万
余
の
一
つ
一
つ
の
命

が
失
わ
れ
、
一
つ
一
つ
に
悲
し
み
が
あ
り
、
無

念
が
あ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
思
い
な
が
ら
手

を
合
わ
せ
る
、
一
霊
、
一
霊
に
対
し
て
御
回
向

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
、
戦
没
者
慰
霊
の
重
要

性
を
説
き
つ
つ
、
慰
霊
法
要
は
厳
粛
な
う
ち
に

終
了
し
た
。
例
年
に
比
べ
、
規
模
の
縮
小
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
法
要
で
は
あ
っ
た
が
、
参
列
者

一
人
一
人
に
よ
る
、
心
の
こ
も
っ
た
唱
題
が
墓

苑
内
に
響
き
渡
る
法
要
と
な
っ
た
。

　

法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
に
よ
る
戦
没
者

慰
霊
法
要
は
平
成
五
年
、
当
時
の
川
口
善
教
宗

務
総
長
が
全
国
の
宗
門
の
僧
侶
、
壇
信
徒
に
呼

び
か
け
て
第
一
回
の
戦
没
者
法
要
が
開
催
さ
れ

て
以
来
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
閉
苑
中
で
あ

っ
た
令
和
2
年
を
除
き
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。

清掃ボランティア活動奉仕会100名参加（5.5.20）

立正佼成会清掃奉仕（5.5.21） 阿含宗清掃奉仕（5.5.14） 櫻晴れ戦没者慰霊奉仕団（5.4.30）
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【
か
け
が
え
の
な
い
日
本
、

　
　

か
け
が
え
の
な
い
世
界
㉕
】

庄
司
和
俊

　

私
は
、昭
和
32
年
9
月
生
ま
れ
の
64
歳（
注
：

寄
稿
当
時
）
で
す
。
昨
日
靖
國
神
社
及
び
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
参
詣
し
ま
し
た
。
神

社
で
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
方
や
、
墓
苑
で
事

務
を
執
ら
れ
て
い
た
方
に
大
変
親
切
に
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
幼
少
の
こ
ろ
は
、
ま

だ
日
本
は
今
に
比
べ
る
と
貧
し
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
今
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
さ
れ

て
い
る
バ
ナ
ナ
が
ご
ち
そ
う
で
、
鶏
肉
の
照
り

焼
き
な
ど
は
誕
生
日
で
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い

も
の
で
し
た
。
そ
の
後
先
達
の
ご
奮
闘
も
あ
り
、

昭
和
の
後
半
は
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
今
日
に
至
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
日
本
が
経
済
成
長
に
邁
進
で
き
た

の
も
、
帰
す
る
所
、
平
和
が
続
い
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
メ
デ
イ
ア
で
食
べ
る
も
の
が

な
い
子
供
た
ち
が
多
数
い
る
こ
と
を
目
に
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
内
戦
や
国
境
紛
争
が
生
じ
て

い
る
地
域
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
争
い
が
少
な
く
な
れ
ば
、
飢
え
る
子

供
も
そ
れ
だ
け
少
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

　

私
の
父
は
当
時
「
満
州
」
と
呼
ば
れ
た
地

域
で
兵
役
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
終
戦
後
シ
ベ

リ
ア
抑
留
を
経
て
、
帰
国
し
ま
し
た
。
私
が

中
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
母
が
庭
に
白
樺
の
樹
を

植
え
よ
う
と
し
た
時
、
真
っ
青
に
な
っ
て
怒
り

震
え
て
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

普
段
戦
地
で
の
話
を
殆
ど
し
な
い
父
で
し
た
が
、

彼
の
地
で
戦
友
た
ち
の
亡
骸
を
そ
れ
ら
の
樹
の

下
に
葬
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
よ
う
で
す
。

　

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
戦
争
は
し
て
は
い
け
な
い
。

　

英
霊
た
ち
に
お
参
り
し
て
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
た
晩
秋
の
ひ
と
時
で
し
た
。

　

戦
没
者
へ
の
作
法

榊
枝
宗
男

　

5
月
29
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て

令
和
5
年
度
拝
礼
式
が
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
。

毎
年
こ
の
式
典
は
皇
族
殿
下
の
ご
来
臨
を
得
て

厳
粛
に
行
わ
れ
る
。
毎
年
行
わ
れ
る
拝
礼
式

に
関
係
す
る
私
は
、
一
昔
前
に
出
席
し
た
エ
ジ

プ
ト
の
エ
ル
ア
ラ
メ
イ
ン
慰
霊
祭
を
思
い
出
す
。

　
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
地
中
海
に
望
む
エ
ル
ア
ラ

メ
イ
ン
は
、
第
2
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
で
あ

っ
た
。
1
9
4
2
年
夏
、
エ
ジ
プ
ト
を
攻
略
し

よ
う
と
す
る
ロ
ン
メ
ル
将
軍
が
率
い
る
ド
イ
ツ
枢

軸
国
軍
が
英
国
連
邦
軍
に
よ
り
撃
退
さ
れ
、
双

方
で
約
8
万
名
の
死
傷
者
が
出
た
。
そ
こ
は
広

大
な
砂
漠
地
帯
に
あ
る
が
、
北
を
地
中
海
に
南

を
カ
ッ
タ
ー
ラ
湿
原
に
挟
ま
れ
た
隘
路
で
あ
る
。

こ
の
地
に
お
い
て
毎
年
10
月
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
が
持
ち
回
り
で
、
英
国
の
メ
ジ
ャ
ー
首

相
（
当
時
）
や
独
国
防
大
臣
は
じ
め
各
国
首
脳

も
参
列
し
て
合
同
慰
霊
祭
を
盛
大
に
行
って
い
る
。

　

特
に
目
を
引
く
の
は
、
日
本
と
同
じ
敗
戦
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
の
慰
霊
廟
だ
。
こ
の
慰
霊
廟
は

一
辺
が
5
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
と
同
じ
六
角
形
の
建
造
物
で
分
厚
い
石

壁
で
囲
ま
れ
た
重
厚
な
慰
霊
廟
で
あ
る
。
そ
の

中
庭
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
葉
で
飾
ら
れ
、
壁
の
石

版
に
は
戦
死
し
た
約
8
、
0
0
0
名
の
名
前
が

あ
り
、
中
央
の
碑
に
は
「
ド
イ
ツ
国
家
の
価
値

観
の
た
め
に
勇
敢
に
そ
の
命
を
捧
げ
た
将
兵
が

こ
こ
に
眠
る
。
わ
れ
ら
国
民
は
諸
君
達
を
永
遠

に
忘
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
国
か
ら

遠
く
5
0
0
0
㌔
離
れ
た
灼
熱
の
ア
フ
リ
カ
の

砂
漠
で
、
毎
年
戦
死
者
に
敬
意
を
払
う
た
め
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
、
1
9
9
5
年
当
時
在
エ
ジ
プ

ト
日
本
国
大
使
館
の
防
衛
駐
在
官
で
あ
っ
た
私

を
含
む
各
国
の
駐
在
武
官
50
名
が
参
列
し
た
。

　

わ
が
国
で
も
戦
争
の
当
否
と
戦
死
者
へ
の

敬
意
は
別
で
あ
る
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
が
、
戦
没
者
へ
の
作
法
と
信
じ
、
ま
た
、
戦

没
者
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
戦
没
者
を
2

度
死
亡
さ
せ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
意

識
を
国
民
の
一
人
一
人
が
強
く
持
つ
こ
と
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

（
昨
年
度
前
払
い
分
）

　

福
岡
県
偕
行
会
、
荒
井
紀
子
、
新
井　

茂
、
有
泉
ま
ゆ
子
、
亀
山
和
子
、
亀
山
恒
夫
、
佐
田
康
昭
、
白
坂
忠
良
、
鈴
木
純
夫
、
田
中
延
享
、
遠
矢
み
ち
子
、
中
川
昌
久

平
塚
龍
哉
、
山
田
フ
ヨ
、
町
田
純
一
、
横
矢
美
恵
子
、
和
田
勝
幸

（
今
年
度
納
入
分
）

　

全
国
強
制
抑
留
者
協
会
、
サ
ン
エ
イ
ト
企
画
、
山
口
格
夫
、
本
田
敏
美
、
市
野
昭
一
、
茂
又
武
子
、
今
井
敏
夫
、
津
田　

章
、
合
原
佳
雄
、
吉
田
博
光
、
富
田
喜
代
志

後
藤
国
夫
、
幸
脇
盛
治
、
渋
谷
和
久
、
蛭
田
千
秋
、
登
坂
岩
雄
、
片
木
敬
三
、
須
崎
久
美
子
、
勝
呂
洋
次
、
菊
池
与
七
、
柿
澤　

恒
、
渡
邊
一
陽
、
黒
岩
し
ま
、
吉
岡
燁
子

深
山
明
敏
、
中
村
妙
子
、
中
村
節
子
、
橋
間
元
徳
、
加
藤
史
明
、
内
藤
忠
明
、
國
澤
輝
生
、
藤
井
英
二
、
藤
原
信
子
、
浦
川
陽
子
、
田
中
富
士
雄
、
小
沼　

愛
、
中
田
勝
仁

山
本
由
美
子
、
福
井
信
子
、
石
田
亜
紀
子
、
服
部
千
里
、
本
郷
隆
男
、
大
森
昭
彦
、
長
谷
部
邦
夫
、
坂
田
鎮
巌
、
江
頭
瑞
穂
、
和
田
勝
幸
、
高
梨
節
夫
、
勝
浦
英
二
代

新
井
實
沙
子
、
中
曽
根
昌
一
、
向
井
市
朗
、
塩
田
益
也
、
秋
葉
正
男
、
堤　

将
純
、
長
田
勝
治
、
水
落
信
和
、
菊
地
運
一
、
二
俣
邦
枝
、
冨
田
武
司
、
谷　

忠
義
、
本
庄

明
子
、
新
田
光
子
、
藤
木
千
鶴
子
、
田
村　

響
、
大
石
武
彦
、
市
来
サ
ツ
子
、
宮
平　

優
、
岩
崎
美
智
子
、
廣
瀬
明
美
、
浅
川
直
子
、
村
田
瑞
穂
、
横
山
靖
之
、
山
崎
敏
哉

松
浦
か
ず
み
、
柴
田
誠
悦
、
長
澤
啓
子
、
吉
川
光
洋
、
野
澤
直
己
、
増
田
健
三
、
柿
沼
典
子
、
加
藤
憲
一
、
長
谷
部
文
雄
、
鈴
木
健
一
、
清
水
則
廣
、
杉
浦
紀
男
、
谷
口

敏
明
、
嬉　

昌
夫
、
西
口
邦
左
、
松
下
良
興
、
原
嶋
宏
文
、
山
田
恵
美
子
、
小
松
嶺
生
、
滝
川
宏
子
、
西
本
壽
之
、
石
野
田
辰
夫
、
平
田
弘
幸
、
野
村
太
郎
、
鹿
又
諭
隆

渡
辺
俊
之
、
難
波
照
子
、
小
林
弘
法
、
豊
田　

陽
、
町
田
純
一
、
田
丸
淑
子
、
新
井
秀
樹
、
髙
橋
恭
悦
、
三
ツ
木
武
、
渡
邉
守
久
、
永
友　

隆
、
山
根　

昭
、
佐
藤
直
辰

　
【
か
け
が
え
の
な
い
日
本
、

　
　

か
け
が
え
の
な
い
世
界
㉔
】

　
　
　

私
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会　村

山
か
お
り

　

国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
は
、
私
の
宝

物
的
存
在
で
す
。
私
は
、
平
成
19
年
大
学
生

の
時
代
か
ら
墓
苑
の
参
拝
者
に
対
し
て
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
参

拝
者
と
の
ご
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
る
一
日
が
幸
せ

だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
た
め
に
遠

い
海
外
で
戦
い
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
皆

様
の
お
か
げ
で
今
の
平
和
な
日
本
が
あ
り
、

そ
う
考
え
る
と
、
墓
苑
で
は
祖
父
母
や
曾
祖

父
母
に
温
か
く
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
安
堵

感
が
り
、
何
よ
り
落
ち
着
く
こ
と
が
出
来
る

場
所
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

J
Y
M
A
日
本
青
年
遺
骨
収
集
団
に
平
成

16
年
か
ら
所
属
し
、
遺
骨
収
集
活
動
で
は
、
沖

縄
を
は
じ
め
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
地
方
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
へ
の
収
集
派
遣

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
遺
骨
を
初
め

て
お
迎
え
し
た
時
の
衝
撃
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
初
め
て
の
参
加
で
あ
っ
た

沖
縄
自
主
派
遣
の
最
終
日
の
こ
と
で
す
。
初
参

加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
輩
、
ご
遺
族
の
方

か
ら
ご
指
導
を
賜
っ
た
も
の
の
手
探
り
状
態
で

あ
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
で
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
ご
遺
骨
を
お
迎
え
で
き
る
か
考
え
ま
し
た
。

当
時
の
状
況
を
私
な
り
に
考
え
て
、
戦
闘
員
で

あ
れ
ば
、
こ
の
場
所
に
身
を
潜
め
る
の
で
は
な

い
か
と
予
測
し
、
木
の
根
っ
こ
周
辺
を
模
索
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
大
腿
骨
の
上
部
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
安
堵
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
学
時
代
に
遺
骨
収
集
に
従

事
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
ご
遺
骨
を
お
迎
え
す
る

こ
と
は
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
顕
彰
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
時
、「
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
」
を

知
り
、
当
時
の
奉
仕
会
理
事
長
に
お
会
い
し
、

専
従
員
と
し
て
温
か
く
迎
え
い
れ
て
下
さ
っ
た

こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
、
戦
没
者
の
お
陰
で
今
日

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
今
与
え
ら
れ
た

仕
事
に
心
を
込
め
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
藤
桂
子
、
臺　

き
よ
か
、
松
尾
敏
一
、
市
岡　

實
、
松
本
佳

代
子

（
注
）
正
会
員
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
は
令
和
５
年
度
か
ら
年

会
費
を
4
月
か
ら
翌
3
月
ま
で
の
会
計
年
度
を
一
ヶ
年
と
し
て

納
入
頂
く
よ
う
様
に
変
更
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
変
更
に
対
応

し
て
頂
い
た
皆
様
に
は
真
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
未
だ
納
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
ご
住
所
の
変
更
の
際
に
は
、
奉
仕
会
事
務
局
に
ご
一
報

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
奉
納
、
参
拝
団
体
・
参
拝
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
方
面
遺
児
の
会
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク

遺
族
会
、
三
島
市
遺
族
会
、
足
立
区
遺
族
会
、
小
山
市
間
々
田

地
区
遺
族
会
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
総
務
院
、
普
明
会
教
団

水
交
会
、
東
京
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
廣
川
貞
雄
、
廣
川
剛
秀

木
島
英
子
、
酒
井
治
雄
、
秀
平
良
子
、
柳
澤　

潔
、
山
本
勝
久

峰　

克
弥
、
稲
垣
千
秋
、
本
名
愛
子

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

鈴
木
小
弥
太
、
橋
本
義
之
、
町
田
浩
一
、
宮
原
和
弘
、
田
代

正
、
大
野
広
亮
、
越　

修
一
、
境
田
吉
男

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

福
井
県
遺
族
会
、
桐
生
市
遺
族
会
、
出
雲
市
遺
族
会
、
龍
雲
寺

海
自
遠
洋
練
習
航
海
部
隊
、
イ
ン
ド
か
ら
の
ツ
ア
ー
団
体
、
二

松
学
舎
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
麗
澤
大
学
、
陸
自
衛
生
学
校

千
代
田
海
洋
少
年
団
、
喇
叭
伝
承
会
、
喇
叭
保
存
会

◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
立
正
佼
成
会
千
代
田
中
央
教
会
、
櫻
晴

戦
没
者
慰
霊
奉
仕
団
、
ト
イ
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
奉
仕
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

古
流
わ
か
ば
会（
武
藤
理
髙
、
武
藤
理
恵
）遠
州
流
一
森
会（
名

鏡
一
玲
、
も
り
た
も
も
か
、
堀
内
さ
や
か
、
松
山
一
実
、
倉
石

一
青
）
美
風
池
坊
（
西
田
栄
舟
、
坂
口
美
宝
、
斎
藤
美
夕
、
堀

祐
香
子
）、
古
流
松
瀞
流
（
高
梨
理
園
、
佐
々
木
理
修
、
清
水
理

弘
、
亀
岡
理
秀
、
髙
橋
理
厚
、
井
内
理
琴
）、
柴
山
古
流
・
縁
山

流
（
井
上
冷
美
、
本
多
冷
花
）、
五
十
鈴
古
流
一
暁
派
（
蟹
江
一

艸
、
前
田
一
寿
、
中
山
一
葉
、
高
野
一
郁
、
細
田
め
ぐ
み
）、
古

流
正
華
道
（
芦
沢
千
啓
、
瀬
下
千
佳
代
、
瀬
下
俊
太
郎
、
若
谷

千
絵
理
、
若
谷
ユ
ウ
シ
ャ
、
内
田
裕
甫
、
棚
原
も
も
子
）、
京
葉

古
流
（
小
浦
一
條
、
渡
邊
一
陽
、
原　

一
志
、
内
藤
一
春
）

　

令
和
5
年
5
月
31
日
ま
で
受
付
分
を
掲
載
、
6
月
1
日
以
降

受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

参拝後の千代田海洋少年団の訓練（5.4.22） インドからのツアー団体40名（5.4.18）

栃木県小山市間々田地区遺族会（5.5.24） 水交会５月月例参拝（5.5.18）

各
団
体
の
慰
霊
参
拝

エルアラメイン　ドイツ慰霊廟
（筆者左：撮影）
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理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
は
、
令
和

5
年
度
の
第
1
回
通
常
理
事
会
を
5
月
12
日
、

定
時
評
議
員
会
を
6
月
12
日
、
ホ
テ
ル
「
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。
理

事
会
で
は
令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ

い
て
、
又
評
議
員
会
で
は
令
和
4
年
度
決
算
、

役
員
人
事
等
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
た
。
役
員
人
事
等
で
は
、
評
議
員
古
庄
幸
一

氏
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
評
議
員
に
杉
本
正
彦

氏
、
堀
内
光
一
郎
氏
が
、
ま
た
、
理
事
に
湖
﨑

隆
氏
、
中
村　

勤
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

新
し
い
人
事
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

会
長　
　
　

鈴
木
俊
一

副
会
長　
　

草
刈
隆
郎　

小
池
百
合
子

　
　
　
　
　

羽
毛
田
信
吾

監
事　
　
　

奥
村
明
雄　
　

林　

英
夫

理
事
長　
　

塚
田　

章

常
務
理
事　

榊
枝
宗
男　
　

杉
本
順
則

　
　
　
　
　

保
松
秀
次
郎　
　

評
議
員　
　

伊
藤
康
成　
　

宇
田
川
剱
雄

　
　
　
　
　

大
西
孝
夫　
　

杉
本
正
彦

　
　
　
　
　

堀
内
光
一
郎　

増
田
好
平

　
　
　
　
　

眞
野　

章　
　

深
山
明
敏

　
　
　
　
　

望
月
晴
文　
　

山
下
輝
雄

理
事　
　
　

赤
木　

衛　
　

市
野
昭
一

　
　
　
　
　

越
智
通
隆　
　

小
坂　

敬

　
　
　
　
　

湖
﨑　

隆　
　

中
村　

勤

　
　
　
　
　

長
谷
川
洋　
　

原　

勝
則

　
　
　
　
　

武
藤　

彰　
　

盛
川
英
治

　
　
　
　
　

山
越
孝
雄

顧
問　
　
　

馬
野
猛
彦　
　

小
田
原
健
児

　
　
　
　
　

古
賀
英
松　
　

竹
中
統
一

　
　
　
　
　

藤
原　

博　
　

山
崎
文
夫

　
　
　
　
　

若
松
重
英

相
談
役　
　

各
道
府
県
知
事　

大
東
亜
戦
争

全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会
会

長　

偕
行
社
理
事
長　

水
交
会

理
事
長　

日
本
郷
友
連
盟
会
長

日
本
遺
族
会
会
長　

国
民
公
園

協
会
会
長　

日
本
宗
教
連
盟
理

事
長

○
7
~
8
月
の
献
花
予
定

　

池
坊
宝
生
流　
　
　
　
　
　

大
澤　

勝
風

　

池
坊
宝
生
流　
　
　
　
　
　

長
谷
川
一
翠

　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　
　
　

濱
中　

冷
雅

　

日
新
流　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
博
新

　

未
生
流　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

信
甫

　

松
風
花
道
会　
　
　
　
　
　

中
川　

玲
水

　

藤
栄
流　
　
　
　
　
　
　
　

落
合　

一
文

　

古
流
わ
か
ば
会　
　
　
　
　

武
藤　

理
春

　

古
流
茂
風
会　
　
　
　
　
　

大
藤　

茂
風

　

国
際
華
道
如
心
流　
　
　
　

若
林　

広
峯

○
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

今
年
か
ら
5
月
を
統
一
会
費
納
入
月
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
納
入
を

さ
れ
て
い
な
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
振

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
費
振
込
口
座

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
り
そ
な
銀
行
九
段
支
店　

店
番
号
2
7
4

口
座
番
号
（
普
通
）
0
8
3
1
9
4
9

口
座
名
義　
（
公
財
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
奉
仕
会

　

℡
03
│

3
2
6
1
│

6
7
0
0

②
郵
便
振
替
口
座
番
号

02
東
京
0
0
1
4
0
│

2
│

4
2
5
5
6

口
座
名
義　

公
益
財
団
法
人　

千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

　

℡
03
│

3
2
6
1
│

6
7
0
0

○
各
参
拝
団
体
の
皆
さ
ま
へ

　

墓
苑
参
拝
時
に
お
写
真
を
お
撮
り
し
て
お

り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
全
て
の
団
体
様

を
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
こ
と
、

何
卒
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
移
行
に
つ
い
て

　

現
在
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
向
け
、
業

者
と
と
も
に
「
よ
り
見
や
す
い
洗
練
さ
れ
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
へ
と
更
新
準
備
中
で
す
。
今
し

ば
ら
く
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
こ
と
、
何
卒
、

ご
理
解
頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

麗澤大学川久保教授ゼミ（5.5.27） 

令和 5 年度理事会
（5.5.12）

三島市遺族会（5.4.3）

令和 5 年度評議員会
（5.6.12）

比島ミンダナオ方面遺児の会（5.4.8）

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
５
年　

盛
夏

日　

本　

遺　

族　

会

中　

央　

乃　

木　

会

東
　

郷
　

会

偕
　

行
　

社

日　

本　

郷　

友　

連  

盟

英　

霊
に
こ
た
え
る
会

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

慰
霊
団
体
協
議
会

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

水
　

交
　

会

三　

笠　

保　

存　

会

隊
　

友
　

会

靖　

國　

神　

社

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会


